
融
資
に
か
か
わ
る�

　

総
合
リ
ス
ク
仲
介
業
の
領
域
は
無
限�

こ
の
一
、
二
年
が
大
企
業
取
引
変
革
の
勝
負
ど
こ
ろ�

メ
ガ
バ
ン
ク
を
は
じ
め
大
手
行
の
大
企
業
取
引
が
大
き
く

変
貌
し
つ
つ
あ
る
。
貸
金
中
心
の
商
業
銀
行
業
務
か
ら
、

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
に
よ
る
非
金
利
収
入
を
軸
と
す
る

投
資
銀
行
業
務
へ
の
変
革
が
進
展
し
て
い
る
。
シ
ン
ジ
ケ

ー
ト
ロ
ー
ン
、
債
権
流
動
化
、
Ｍ
＆
Ａ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
な
ど
に
よ
る
企
業
の
経
営
リ
ス
ク
の
分
散

・
加
工
・
再
配
分
と
い
う
「
総
合
リ
ス
ク
仲
介
業
」
の
構

築
が
三
メ
ガ
バ
ン
ク
の
法
人
営
業
戦
略
の
焦
点
に
な
っ
て

い
る
。
戦
略
の
推
進
者
達
の
理
念
と
実
践
を
中
心
に
、
そ

の
意
義
づ
け
、
欧
米
銀
の
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
。�

地
域
密
着
型
Ｍ
＆
Ａ
の
追
求
�

高
度
化
す
る
大
企
業
取
引
�

【特集】�

み
ず
ほ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
銀
行
�

常
務
執
行
役
員
�

（
シ
ン
ジ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
統
括
）
�

　
　
　
蓑
田
　
秀
策
�

メ
イ
ン
バ
ン
ク
制
の

曖
昧
さ
が
破
綻

み
ず
ほ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
銀
行
が

発
足
し
た
〇
二
年
四
月
当
時
、
大
手

行
は
大
口
の
問
題
債
権
に
苦
し
ん
で

い
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
格

付
の
高
い
大
企
業
に
と
っ
て
は
銀
行

の
存
在
意
義
は
な
い
と
い
う
意
見
も

出
て
い
た
が

戦
後
日
本
の
企
業
金
融
は
株
式
持

合
い
を
前
提
と
し
た
大
企
業
・
銀
行

の
相
互
扶
助
モ
デ
ル
的
な
色
彩
が
あ

っ
た
と
思
う
。
銀
行
は
株
式
持
合
い

に
よ
り
企
業
と
の
関
係
強
化
を
図
っ

た
わ
け
だ
が
、
銀
行
は
大
企
業
に
対

し
て
、
株
主
・
債
権
者
・
サ
ー
ビ
ス

提
供
者
そ
れ
ぞ
れ
の
顔
を
も
つ
こ
と

に
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
債
権
者

と
し
て
の
認
識
が
曖
昧
に
な
っ
た
。

ま
た
、
取
引
先
の
情
報
が
メ
イ
ン
バ

ン
ク
へ
集
中
す
る
と
い
う
傾
向
か

ら
、
そ
の
他
の
取
引
銀
行
が
貸
出
の

リ
ス
ク
判
断
を
メ
イ
ン
バ
ン
ク
に
依

大
企
業
に
と
っ
て
銀
行
の
存
在
意
義
は
「
金
貸
し
」
と
し
て
資
金
繰
り
を
手
伝
う
こ
と
よ
り

も
む
し
ろ
、
大
企
業
の
抱
え
る
事
業
リ
ス
ク
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
を
分
解
・
加
工

し
て
そ
の
一
部
を
自
ら
で
と
り
つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
選
好
を
も
つ
投
資
家
に
販
売
す

る
「
リ
ス
ク
の
仲
介
業
者
」
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
銀
行
と
大
企
業

と
の
曖
昧
な
取
引
関
係
に
起
因
し
た
大
口
不
良
債
権
問
題
の
桎
梏
か
ら
、
長
年
の
労
苦
を
経

て
抜
け
出
し
た
い
ま
こ
そ
、
銀
行
は
大
企
業
に
対
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
革
を
行
う
べ

き
時
期
で
あ
り
、
こ
こ
一
、
二
年
が
そ
の
正
念
場
だ
ろ
う
。
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企
業
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て�

　
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供�

新
銀
行
の
三
営
業
本
部
は
完
全
な
業
種
別
に
編
成�

【
特
集
】

高
度
化
す
る
大
企
業
取
引
�

東
京
三
菱
銀
行
　
執
行
役
員
法
人
業
務
第
一
部
長
�

（
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ
法
人
第
一
部
長
）
�

　

木
方
　
元
治
�

連
結
事
業
本
部
制
下
で
の

営
業
組
織

大
企
業
営
業
の
組
織
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か

Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
の
も
と
に
は
商
業
銀

行
、
信
託
銀
行
、
証
券
会
社
の
三
つ

が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
。
大
企
業
と

の
取
引
が
貸
出
だ
け
と
い
う
こ
と
は

あ
り
え
な
い
の
で
、
こ
の
三
つ
が
連

携
し
て
顧
客
満
足
を
追
求
し
よ
う
と

い
う
考
え
方
（
連
結
事
業
経
営
）
に

基
づ
き
、
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
に
法
人
連
結
事

業
本
部
が
お
か
れ
て
い
る
。
連
結
事

業
本
部
内
に
は
法
人
営
業
全
体
の
企

画
を
行
う
法
人
企
画
部
、
お
も
に
大

企
業
取
引
を
推
進
す
る
法
人
第
一

部
、
お
も
に
中
堅
中
小
企
業
を
担
当

す
る
法
人
第
二
部
が
あ
る
。

こ
れ
ら
が
当
行
の
組
織
に
そ
の
ま

ま
引
き
直
さ
れ
、
法
人
業
務
企
画

部
、
法
人
業
務
第
一
部
、
法
人
業
務

第
二
部
が
商
業
銀
行
内
に
お
か
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
本
部
組
織
が
各
地

の
店
舗
を
総
括
管
理
す
る
と
い
う
形

に
な
っ
て
お
り
、
大
企
業
営
業
を
担

う
法
人
業
務
第
一
部
は
東
京
の
営
業

本
部
の
ほ
か
、
名
古
屋
、
大
阪
、
京

都
、
新
宿
の
拠
点
を
管
轄
し
て
い

る
。
新
銀
行
で
は
、
東
京
・
名
古
屋

・
大
阪
に
営
業
本
部
が
設
置
さ
れ
、

東
京
で
八
部
、
大
阪
・
名
古
屋
で
各

四
部
の
営
業
部
が
お
か
れ
る
。
東
京

の
各
営
業
部
は
〇
四
年
七
月
以
降
、

取
引
先
の
業
種
ご
と
に
編
成
さ
れ
て

い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
法
人
業
務
第
一
部
が

管
轄
す
る
店
舗
に
も
中
堅
中
小
企
業

は
存
在
す
る
し
、
当
部
が
管
轄
し
な

い
店
舗
に
大
企
業
が
存
在
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
場
合
は

法
人
業
務
第
二
部
と
補
完
し
合
い
な

が
ら
対
応
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

当
部
管
轄
外
の
地
域
に
あ
る
大
企
業

の
高
度
な
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
、
当

部
内
の
企
業
情
報
グ
ル
ー
プ
（
〇
六

年
一
月
か
ら
は
企
業
情
報
室
）
が
く

み
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。
当
部
は
大

銀
行
の
貸
出
残
高
減
少
は
循
環
的
な
も
の
で
は
な
く
、
日
本
経
済
の
構
造
変
化
を
反
映
し
て
い
る
。
顧
客
の
ニ
ー
ズ
の
変

化
に
合
わ
せ
、
銀
行
の
大
企
業
取
引
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
も
貸
出
金
積
み
増
し
か
ら
総
合
的
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
へ

と
変
化
し
て
き
た
。
も
っ
と
も
、
銀
行
取
引
の
基
礎
が
企
業
と
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
る
と
い
う
構
図
は
変
わ
っ
て
い
な

い
。
あ
く
ま
で
も
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
中
身
が
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
て
変
わ
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
だ
。
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投
資
銀
行
業
務
へ
の�

　
　

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
転
換
に
成
果�

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
で
収
益
性
の
高
い
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
取
り
組
む�

【
特
集
】

高
度
化
す
る
大
企
業
取
引
�

三
井
住
友
銀
行
�

執
行
役
員
営
業
統
括
部
長
�

　

高
田
　
裕
一
郎
�

貸
金
残
高
は
落
ち
て
も

非
金
利
収
入
が
好
伸

大
企
業
取
引
は
い
ま
銀
行
経
営

の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
の
か

当
行
の
〇
五
年
度
か
ら
の
中
期
経

営
計
画
で
は
、「
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」「
個
人
向
け
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
」「
法
人
向
け

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
」
を
重
点

戦
略
分
野
に
掲
げ
、
〇
八
年
度
ま
で

に
連
結
業
務
純
益
一
・
五
兆
円
、
連

結
当
期
利
益
六
五
〇
〇
億
円
、
連
結

Ｒ
Ｏ
Ｅ
一
五
％
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
し
て
、「
法
人
向
け
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
業
務
」
に
お
い
て
は
、
ミ
ド

ル
・
ス
モ
ー
ル
分
野
で
従
来
以
上
に

リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
強
化
し
て
い
く
一

方
、
大
企
業
に
対
し
て
は
投
資
銀
行

業
務
を
主
体
に
展
開
し
て
い
く
方
針

を
打
ち
出
し
た
。

法
人
業
務
で
は
ミ
ド
ル
・
ス
モ
ー

ル
分
野
に
注
目
が
集
ま
り
が
ち
だ

が
、
大
企
業
分
野
も
着
実
に
業
容
を

拡
大
し
て
お
り
、
合
併
直
前
の
〇
〇

年
度
と
直
近
の
〇
四
年
度
を
比
較
す

る
と
、
粗
利
益
ベ
ー
ス
で
一
・
四

倍
、
業
務
純
益
ベ
ー
ス
で
は
一
・
六

倍
と
年
間
一
〇
％
程
度
の
成
長
を
実

現
し
て
い
る
。
貸
金
残
高
は
一
〇
兆

円
か
ら
九
兆
円
に
落
ち
た
が
、
非
金

利
収
入
が
三
三
％
か
ら
五
〇
％
超
に

伸
び
て
お
り
、
貸
金
業
か
ら
投
資
銀

行
業
務
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
転
換

の
成
果
が
現
わ
れ
て
い
る
。

非
金
利
収
入
の
内
訳
は

シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
ロ
ー
ン
関
連
、
債

権
流
動
化
、
Ｍ
＆
Ａ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
な
ど
が
お
も
な

と
こ
ろ
だ
。
わ
れ
わ
れ
の
顧
客
は
日

本
を
代
表
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
な

の
で
、
新
し
い
ス
キ
ー
ム
を
持
ち
込

ま
な
け
れ
ば
相
手
に
さ
れ
な
い
。
非

法
人
営
業
で
は
中
堅
・
中
小
企
業
融
資
が
注
目
さ
れ
が
ち
だ
が
、
大
企
業
取
引
も
過
去
数
年
間
着
実
に
拡
大
し
て
い

る
。
貸
金
残
高
は
横
ば
い
だ
が
、
投
資
銀
行
業
務
の
展
開
に
よ
っ
て
非
金
利
収
入
が
伸
び
て
い
る
。
そ
こ
で
は
銀
行
が

企
業
の
経
営
課
題
を
ど
れ
だ
け
共
有
し
、
質
の
高
い
提
案
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
出
せ
る
か
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
勘
所
に
な
る
。

た
だ
し
、
企
業
側
の
安
定
的
な
資
金
供
給
へ
の
ニ
ー
ズ
と
銀
行
の
リ
ス
ク
管
理
上
の
要
請
と
の
折
り
合
い
を
つ
け
る
こ

と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
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